
　
鎌
倉
に
は
日
蓮
宗
の
格
式

の
高
い
寺
院
が
多
く
、
鎌
倉

駅
か
ら
ほ
ど
近
い
小
町
に
日

蓮
宗
本
山
本
覚
寺
が
あ
り
ま

す
。
古
来
、
鎌
倉
幕
府
の
裏

鬼
門
（
南
西
）
の
守
護
鎮
守

と
し
て
源
頼
朝
公
が
夷

え
び
す
ど
う堂

（
天
台
宗
系
）
を
造
立
し
夷

え
び
す

神じ
ん

（
恵
比
寿
神
）
を
祀
り

ま
し
た
。
日
蓮
聖
人
も
佐

渡
か
ら
帰
還
し
た
折
、
一

時
滞
在
し
ま
し
た
。
後
年
、

１
４
３
６
年
（
永
享
８
）
に

日に
っ
し
つ出
上
人
に
よ
っ
て
天
台

宗
か
ら
日
蓮
宗
に
改
宗
し
、

多
く
の
町
衆
を
導
き
ま
し

た
。

　
さ
て
、
一
般
的
な
恵
比
寿

神
の
像
は
、釣
り
竿
を
持
ち
、

鯛
を
か
か
え
て
微
笑
ん
で
い

る
姿
が
多
い
の
で
す
が
、
本

覚
寺
の
恵
比
寿
神
は
「
黒
え

び
す
」
と
親
し
ま
れ
、
岩
に

腰
を
お
ろ
し
て
半
跏
坐
を
し

て
お
ら
れ
ま
す
。
手
を
合
わ

せ
、
や
や
き
び
し
い
表
情
も

見
せ
、
黒
々
と
強
い
お
姿
で

す
（
笑
顔
に
も
見
え
ま
す
）。

　
元
々
、恵
比
寿
神
は「
荒
々

本
覚
寺
・
恵
比
寿
神
半
跏
像
（
黒
え
び
す
）

題
字
は
建
長
寺
派
管
長
　
吉
田
　
正
道

（138)

文
　
　
永
井
宗
直

写
真
　
原
田
　
寛

え
び
す
は
、
商
売
繁
盛
や
五

穀
豊
穣
を
願
い
多
く
の
人
々

で
賑
わ
い
ま
す
。
ま
た
十
日

の
本
え
び
す
（
大
祭
）
で
は

福
娘
の
奉
仕
も
あ
り
、
福
笹

を
求
め
る
参
拝
客
で
お
正
月

ら
し
い
華
や
ぎ
が
み
ら
れ
ま

す
。

　
本
覚
寺
の
黒
恵
比
寿
さ
ま

は
た
く
ま
し
く
、
そ
し
て

福
々
し
い
お
姿
で
、
側
に
あ

る
だ
け
で
、
幸
せ
が
や
っ
て

き
そ
う
な
気
に
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。

　
寄
木
造
、
彫
眼
、
黒
塗
。

像
高
34
㎝
。
江
戸
時
代
。

し
い
神
」と
し
て
信
仰
さ
れ
、

「
世
の
中
を
鎮
め
た
そ
の
後

に
幸
福
が
来
る
」
と
尊
敬
さ

れ
信
仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

や
が
て
、
滑
川
に
港
が
造
ら

村
岡
・
深
沢
地
区
の
都
市
計
画
（
２
０
２
２
年
３
月
鎌
倉
市
）

れ
商
業
が

発
達
す
る

と
商
売
繁

盛
の
夷
神

と
し
多
く

の
人
々
の

信
仰
を
集

め
る
よ
う

に
な
り
ま

し
た
。

　
正
月
三

ガ
日
の
初

　
JR
東
海
道
線
の
大
船
―
藤

沢
間
に
計
画
さ
れ
て
い
る

「
村
岡
新
駅
（
仮
称
）」
設
置

と
連
携
し
た
土
地
区
画
整
理

事
業
が
、
こ
の
ほ
ど
国
土
交

通
省
か
ら
事
業
計
画
の
認
可

を
受
け
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

藤
沢
市
と
鎌
倉
市
で
、
新
駅

の
駅
前
広
場
や
道
路
、
公
園

な
ど
の
整
備
が
始
ま
り
、
大

規
模
な
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

が
一
歩
を
踏
み
出
す
。

　
認
可
は
10
月
30
日
付
で
、

施
行
者
は
独
立
行
政
法
人
都

市
再
生
機
構
（
Ｕ
Ｒ
都
市
機

構
）。
清
算
期
間
を
含
め
た

事
業
期
間
は
２
０
３
８
年

度
ま
で
で
、
事
業
費
は
約

３
４
５
億
円
。

　
新
駅
周
辺
に
あ
た
る
藤
沢

市
の
村
岡
工
区
は
約
７
ha
。

新
駅
南
北
の
駅
前
広
場
や
周

辺
道
路
の
拡
幅
、
公
園
の
整

備
な
ど
を
す
る
。
近
く
に
は

武
田
薬
品
工
業
が
自
社
研
究

所
を
外
部
に
開
放
し
て
つ
く

っ
た
、
ヘ
ル
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
パ
ー
ク
「
湘
南
ア
イ
パ

ー
ク
」
や
湘
南
鎌
倉
総
合
病

院
が
あ
り
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産

業
の
集
積
が
進
ん
で
い
る
。

　
鎌
倉
市
の
深
沢
工
区
は
、

湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
湘
南
深
沢

駅
の
西
側
か
ら
柏
尾
川
東
岸

に
い
た
る
約
31 

ha
。
鎌
倉
市

役
所
本
庁
舎
の
移
転
候
補
地

を
含
み
、
湘
南
深
沢
駅
前
の

広
場
や
商
業
施
設
、
宅
地
、

公
園
な
ど
の
予
定
地
を
、
拡

幅
・
整
備
し
た
道
路
で
結
ぶ
。

　
と
こ
ろ
が
、
中
核
と
な
る

市
役
所
本
庁
舎
の
移
転
計
画

は
ま
だ
本
格
的
に
動
き
出
し

て
い
な
い
。
移
転
の
た
め
に

必
要
な
「
鎌
倉
市
役
所
の
位

置
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」
は
、
昨
年

12
月
議
会
に
提
出
さ
れ
た

が
、
否
決
。
賛
成
16
、
反
対

10
で
、
可
決
に
必
要
な
出
席

議
員
の
３
分
の
２
に
達
し
な

か
っ
た
。
移
転
先
の
交
通
を

問
題
視
す
る
意
見
や
、
歴
史

上
重
要
な
旧
鎌
倉
地
区
か
ら

本
庁
舎
が
な
く
な
る
こ
と
へ

の
異
論
が
あ
る
と
い
う
。
28

年
度
を
目
指
し
て
い
た
新
庁

舎
開
設
は
遅
れ
が
予
想
さ
れ

る
。

　
深
沢
工
区
に
は
も
と
も
と

旧
国
鉄
大
船
工
場
が
あ
り
、

そ
の
後
、
JR
東
日
本
の
鎌
倉

総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
と
な
っ

た
。
03
年
に
セ
ン
タ
ー
廃
止

が
明
ら
か
に
な
る
と
、
鎌
倉

市
に
「
深
沢
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
」
が
組
織
さ
れ
、
18
年

か
ら
は
村
岡
新
駅
と
一
体
の

開
発
を
目
指
し
て
き
た
。
市

は
、
自
然
や
緑
を
守
り
、
課

題
解
決
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　
21
年
に
は
、
新
駅
設
置
に

つ
い
て
神
奈
川
県
、藤
沢
市
、

鎌
倉
市
、
JR
東
日
本
で
覚
書

を
締
結
。
ま
た
県
と
２
市
、

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
で
「
村
岡
・

深
沢
地
区
の
街
づ
く
り
に
関

す
る
基
本
協
定
」を
結
ん
だ
。

新
駅
開
業
は
32
年
度
、
全
体

の
工
事
完
了
は
33
年
度
を
目

指
し
て
い
る
。

　
深
沢
工
区
内
の
サ
ッ
カ

ー
、
ラ
グ
ビ
ー
、
少
年
野
球

な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
深
沢

多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
広
場
は
来

年
１
月
で
利
用
が
終
わ
る
。

　
鎌
倉
市
は
、
モ
バ
イ
ル
バ

ッ
テ
リ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ

ー
ビ
ス
「ChargeSPOT

」

を
展
開
す
る
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

Ｃ
Ｈ
（
東
京
都
）
と
10
月
31

日
、
災
害
時
の
バ
ッ
テ
リ
ー

の
提
供
な
ど
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
た
。 

　
市
役
所
本
庁
舎
１
階
に
モ

バ
イ
ル
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
（
貸

出
ス
タ
ン
ド
）
を
設
置
し
＝

写
真
、
平
時
は
チ
ャ
ー
ジ
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
利
用
で
き
る

ほ
か
、
防
災
情
報
の
配
信
な

ど
を
行
う
。
災
害
時
に
は
バ

ッ
テ
リ
ー
が
無
償
提
供
さ
れ

る
。
利
用
時
は
利
用
者
の
ス

マ
ホ
に
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
。
貸
出
ス
タ
ン
ド

は
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
市
内
65
カ

所
（
10
月
末
）
に
設
置
さ
れ

て
い
て
、
借
り
た
場
所
以
外

の
ス
タ
ン
ド
に
も
返
却
可
。

ス
マ
ホ
充
電

　

レ
ン
タ
ル

鎌
倉
市
内
65
カ
所

　
友
人
が
七
五
三
の

子
ど
も
の
写
真
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
▼

お
寺
の
境
内
で
綺
麗

に
撮
影
さ
れ
て
い
た

写
真
に
友
人
も
ご
満
悦
だ
っ

た
の
で
、「
そ
の
後
、
ど
こ

の
神
社
に
参
拝
し
た
の
」
と

尋
ね
る
と
、
不
思
議
そ
う

に
「
ん
？
　
こ
こ
の
お
寺
に

行
っ
て
写
真
を
撮
っ
た
だ
け

だ
け
ど
」
と
言
わ
れ
ま
し
た

▼
調
べ
て
み
る
と
「
神
社
で

は
氏
神
様
に
。寺
で
は
仏
様
・

ご
先
祖
様
へ
の
ご
報
告
と
な

る
た
め
に
何
も
問
題
な
い
」

こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た

▼
僕
の
認
識
で
は
紅
白
は
神

社
で
、
黒
白
は
寺
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
だ
っ
た
の
で
、
大
き

な
衝
撃
と
と
も
に
イ
メ
ー
ジ

を
塗
り
替
え
ら
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
▼
年
末
の
歌
合

戦
も
紅
白
だ
け
で
な
く
、
懐

メ
ロ
を
中
心
と
し
た
黒
白
を

開
催
し
て
も
ら
え
た
ら
４
世

代
で
過
ご
す
予
定
の
僕
と
し

て
は
嬉
し
い
で
す
。
　（
Ｎ
）

　
▼
成
道
会
　
８
日
建
長

寺
、
円
覚
寺
。
お
釈
迦
さ
ま

が
悟
り
を
開
い
た
日
。

　
▼
御
鎮
座
記
念
祭
・
御
神

楽 

16
日
17
時 

鶴
岡
八
幡
宮

　
▼
歳
の
市
　
18
日
10
時
頃

〜
20
時
頃
、
長
谷
寺
参
道
。

だ
る
ま
や
熊
手
の
縁
起
物
、

し
め
飾
り
な
ど
の
露
店
が
並

ぶ
。
17
時
〜
拝
観
無
料
。

　
▼
大
祓
・
古
神
礼
焼
納
祭

31
日
11
・
13
・
15
時
、
大
祓
。

16
時
、
古
神
礼
焼
納
祭
。
鶴

岡
八
幡
宮
。

　
▼
除
夜
祭
　
31
日
17
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
除
夜
の
鐘
の
つ
け
る
寺

　
大
船
観
音
寺
、浄
光
明
寺
、

青
蓮
寺
、瑞
泉
寺
、東
慶
寺
、、

満
福
寺
、
妙
本
寺
、
薬
王
寺
、

建
長
寺
、
光
明
寺
、
浄
智
寺
、

杉
本
寺
、
長
谷
寺
（
事
前
予

約
制
）、
龍
宝
寺
な
ど
。

12月

村
岡
新
駅
周
辺
の
土
地
区
画
整
理
事
業

国
が
事
業
計
画
を
認
可
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